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さ
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ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
岡

嘉
紀
代
表
が

「市
と
作
家

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
素

晴
ら
し
い
作
品
が
で
き

た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

観
覧
は
予
約
制
で

一
部

に
空
き
が
あ
る
。
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★ 「おもてな し女子駅弁」来 :野、須賀′
月 1日発売  県県中地方振興局 :川、石川、
や県中地区の観光団体でつ くる :の桜な ど
「ふ くしまど真ん中 /元気プロ :写真 とこ
ジ エク ト」は 4月 1日 か ら 6月 :新す る。′
30日 まで、郡 山市の 」R郡山駅 :ォ ン、携ギ
構 内・福豆屋で 「おもてな し女 : >サ イ
子駅弁」を発売する。地元 12市 :hanami

町村 の食材 を使 い 、女性 の視 点

で 開発 した。価 格 は 1個 1100円
(税込 み )。
>県県 中地 方 振 興 局企 画 商 工
音6  目巨言舌024 (935) 1323、  涌冨

=三層屋  冨雪言雪024 (943) 0528。

☆土 産店 と 「餃子 の照 丼 」 23
日に開店 1福島市 の 」R福島駅
の改修 に伴 い 同駅 東 口駅 舎 内 に

設 け られ る土 産 店 「ふ る さ と発

見  お みや げ I「Lふ く しま」 と新
規 出店 す る 「餃 子 の照井 」 は 23
日に開店 す る。 初 日は午 前 10時
45分か ら記 念 式典 を行 い 、 同 11
時 に両店 舗 を 開 く。

☆開花情 報 サ イ ト 21日 運 用
開 始  「ふ く しま ど真 ん 中 /元
気 プ ロジ ェク ト」は 21日か ら、県
中地区の開花情報を発信する特
設サイ ト「ふくしまハナミゴロ」
を運用する。郡山、田村 三ヽ春、小
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て
い
る

一
九
六
四
年
東
京

五
輪
の
聖
火
台
を
、
希
望

し
た
東
北
各
県
に
巡
回
さ

せ
る
構
想
を
明
ら
か
に
し

た
。戦

後
復
興
の
象
徴
と
な

っ
た
東
京
五
輪
の
聖
火
台

は
、
一
一〇

一
九
年
に
完
成

予
定
の
新
国
立
競
技
場
に

再
び
設
置
す
る
か
、
新
競

技
場
に
併
設
さ
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
博
物
館
に
収
蔵
す
る

か
を
検
討
し
て
い
る
０
ま

御
嶽
山

（お
ん
た
け
さ

ん
）
＝
長
野
、
岐
阜
県
＝

の
噴
火
を
教
訓
に
、
登
山

者
や
自
治
体
へ
の
火
山
情

報
提
供
の
在
り
方
を
議
論

す
る
火
山
噴
火
予
知
連
絡

会
の
検
討
会

（座
長

・
藤

井
敏
嗣
予
知
連
会
長
）
は

十
八
日
ヽ
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
の
う
ち
最
低
の
１
に
つ

い
て
、
現
行
の

「平
常
」

と
し
て
い
る
表
現
を
変
更

――――――                   ― ool  ■lЧフ f=  層貝 VC― Л三・EE■ ==ノ ヽ

地裁いわき

通
り
。
全
国
制
で
定
員
を

満
た
し
て
い
る
の
は
二
校

二
学
科
、
定
員
割
れ
は
四

十
三
校
六
十
六
学
科
と
な

つ
て
い
る
。
定
時
制
は
郡

山
萌
世

ｏ
普
通
昼
間
主
コ

ー
ス
を
除
く
、
全
校
全
学

科
で
定
員
を
割

っ
て
い

る
。
東
京
電
力
福
島
第

一

原
発
事
故
に
伴
い
サ
テ
ラ

イ
ト
校
を
置
く
相
馬
地
区

の
三
校
六
学
科
は
全
校
全

学
科
で
定
員
を
満
た
し
て

い
な
い
。

Ⅲ
期
選
抜
は
十
九
日
、

一
回
限
り
出
願
先
を
変
更

で
き
る
。
面
接
や
小
論
文

な
ど
の
試
験
は
二
十
三

日
、
各
校
で
行
う
。
合
格

者
は
二
十
四
日
に
発
表
さ

れ
る
。

特
別
支
援
学
校
高
等
部

の
後
期
選
抜
に
は
、
須
賀

川
養
護

・
普
通
、
大
笹
生

養
護

・
普
通
に
各

一
人
、

郡
山
養
護

・
普
通
に
二

人
ゃ
あ
ぶ
く
ま
養
護

・
普

通
、
石
川
養
護

・
普
通
に

そ
れ
ぞ
れ
三
人
が
出
願
し

た
¨

れ
た
の
は
初
め
て
。

原
告
側
は
船
が
津
波
で

流
さ
れ
警
戒
区
域
内
に
漂

流
し
、
原
発
事
故
で
放
射

性
物
質
に
汚
染
さ
れ
使
用

で
き
な
く
な

っ
た
と
主

張
。
船
は
特
殊
な
構
造
で

市
場
に
出
回

っ
て
お
ら

ず
、
原
子
力
損
害
賠
償
法

に
基
づ
き
新
造
費
用
を
求

め
た
。杉
浦
裁
判
長
は
「船

が
再
び
漂
流
し
座
礁
し
た

こ
と
と
原
発
事
故
と
の
間

に
は
因
果
関
係
が
あ
る
」

と
し
た
が
↓
中
古
市
場
が

な
い
こ
と
は
同
様
の
船
の

調
達
が
事
実
上
困
難
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

新
規
取
得
価
格
の
相
当
額

を
得
る
こ
と
を
正
当
化
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
指

摘
し
、
事
故
当
時
の
評
価

額
な
ど
を
相
当
と
し
た
。

言
い
渡
し
後
、

「福
島

原
発
被
害
弁
護
団
」
の
共

同
代
表
の
広
田
次
男
弁
護

士
は

「東
電
側
の
主
張
に

沿
う
形
で
判
断
さ
れ
た
の

は
残
念
だ
。
原
告
側
と
相

談
し
て
控
訴
す
る
か
判
断

し
た
い
」
と
話
し
た
“
東

電
は

「今
後
は
、
判
決
の

内
容
を
精
査
し
た
上
で
、

引
き
続
き
真
摯
（し
ん
し
）

に
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

損
害
賠
償
求
め

東

電

を

提

訴

古
殿
の
グ
ラ
ン
ト
マ
ト

東
京
電
力
福
島
第

一
原

発
事
故
の
影
響
で
、
コ
メ

の
放
射
性
物
質
を
検
査
す

る
機
械
を
購
入
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
し
て
、
古

殿
町
の
農
業
資
材

・
農
産

物
販
売
会
社

「グ
ラ
ン
ト

マ
ト
」

（南
條
浩
社
長
）

は
十
八
日
ま
で
に
東
電
に

機
械
の
購
入
費
用
な
ど
約

二
千
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
る
訴
え
を
地
裁
白
河

支
部
に
起
こ
し
た
。

訴
え
に
よ
る
と
、
県
の

検
査
と
は
別
に
独
自
に
コ

メ
の
全
量
検
査
を
実
施

し
、
安
全
性
を
証
明
す
る

た
め
に
放
射
性
物
質
の
検

査
機
な
ど
を
購
入
し
た
。

費
用
な
ど
を
求
め
て
い

る
。東

電
は

「請
求
内
容
や

主
張
を
精
査
し
た
上
で
、

真
摯

（し
ん
し
）
に
対
応

し
て
い
き
た
い
」
と
し
て

い
る
¨

鍵
弔
恩
金
「でき
る
限
り
伎
給
を
」

不
認
定
取
り
消
し
で
会
長
声
明

自
治
体
の
決
定
が
、
訴
訟

の
判
決
で
取
り
消
さ
れ
る

事
例
が
相
次
い
で
い
る
こ

と
を
受
け
、
日
弁
連
の
村

越
進
会
長
は
十
八
日
、
弔

慰
金
が

「で
き
る
限
り
広

く
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
求

東
日
本
大
震
災
後
に
亡

く
な
っ
た
被
災
者
を
震
災

関
連
死
と
認
め
ず
災
害
弔

慰
金
を
支
給
し
な
か
っ
た

め
る
」
と
の
声
明
を
出
し

た
。震

災
関
連
死
の
認
定
を

め
ぐ
っ
て
は
、
仙
台
地
裁

が
昨
年
十
二
月
、
二
件
の

訴
訟
の
判
決
で
不
認
定
と

す
る
自
治
体
の
決
定
を
取

り
消
し
た
。
今
月
十
三
日

に
は
、
盛
岡
地
裁
も
取
り

消
す
判
決
を
出
し
て
い

る
。声

明
は
、
こ
れ
ら
の
判

決
が
被
災
者
が
置
か
れ
た

過
酷
な
環
境
な
ど
に
つ
い

て
丁
寧
に
事
実
を
認
定
し

て
い
る
と
評
価
。
各
自
治

体
の
支
給
審
査
会
に
弔
慰

金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
審

査
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。

東
電
に
‐７７３
万
円
支
払
い
命
令

造
船
代
金
訴
訟
財
物
賠
償
で
初
判
決

東
京
電
力
福
島
第

一
原

発
事
故
の
影
響
で
船
が
回

収
で
き
な
く
な
っ
た
と
し

て
、
い
わ
き
市
小
名
浜
の

イ
ワ
キ
潜
建
が
東
電
に
船

の
新
造
代
金
な
ど
約

一
億

三
百
五
十
万
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
た
訴
訟
で
、
地

裁
い
わ
き
支
部
の
杉
浦
正

樹
裁
判
長
は
十
八
日
、
東

電
に
事
故
当
時
の
船
の
評

価
額
な
ど
に
相
当
す
る
約

千
七
百
七
十
三
万
円
の
支

払
い
を
命
じ
た
。
原
告
代

理
人
の

「福
島
原
発
被
書

弁
護
団
」
に
よ
る
と
、
原

発
事
故
に
よ
る
財
物
賠
償

訴
訟
で
判
決
が
言
い
渡
さ

／

　

　

　́
，

御
嶽
山
は
」

火
ま
で
警
↓

し
て
い
た
。

す
る
表
現
一

「危
険
は
一

印
象
を
与
ニ

れ
が
あ
り
、

初
か
ら
変
〓

日
本
テ
レ

タ
レ
ン
ト
（

ん

含

し
が
、

に
右
足
甲
∩

折

っ
た
と
発

約
六
週
間
と

い
う
。

同
局
に
よ

に
川
崎
市
の

わ
れ
た

「謎

◆
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